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人権の尊重と人間愛を基本とした医療・介護を行い、
地域の方々の健康と福祉の増進に寄与する。

地域医療・地域包括ケア・介護の連携の要として、
超高齢化社会における多様なニーズに応え、
安全・安心・信頼を要とした医療と介護を提供する。

地域の医療・福祉機関との連携を密にし、
地域医療における中核病院としての使命と役割を担う。

透明性が高く自立的な運営のもと、
常に医療・介護水準の向上に努める。

群馬中央病院の基本方針

群馬中央病院の理念４ 心のつ
人権尊重の心　　人間愛の心　　奉仕の心　　向上心
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平成 30 年度最初の連携だよりをお届けさせていただきます。
まずご報告させていただきますのは、10 年間病院長を務めていただい

た田代雅彦先生のご退任です。振り返ってみますと、この 10 年は、大震
災や大雪、さらには社会保険病院から JCHO への移行など、毎年のよう
に大きな事件がおこっており、そのたびに病院運営は難しい局面にさらさ
れてきました。その中で、田代先生は職員をまとめ、的確な判断のもとに
病院の運営と地域医療を守って来られました。先生の卓越したリーダーシッ
プがあったからこそ、危機に際して職員が的確に状況を把握し、マニュア
ルにはない事態にも臨機応変に対応でき、地域の基幹病院としての機能を
果たすことができました。

今後、田代先生は名誉院長として群馬中央病院に残っていただき、引
き続き病院の運営にご助力いただきます。

4 月からは、わたくしが病院長を引き継がせていただくこととなりました。
田代病院長がすすめてこられた運営方針をしっかり引き継ぎ、堅実に群馬
中央病院の運営をしていきたいと存じます。

わたくしは昭和 61 年に群馬大学を卒業し、群馬大学第一外科に入局
いたしました。群馬中央病院には平成 12 年に赴任し、以後消化器外科を
中心に診療し、また、地域医療連携センターを立ち上げ、病診連携、病
病連携の構築、推進を担当してまいりました。

地域医療連携センターは、時代の要請もあり、また、先生方のご協力も
あり、どんどん成長しています。当初 3 人ほどで始めましたが、現在は 23
名の専従職員が配置されており、地域連携、地域包括ケアの要になれるよ
う新たな試みが次々に始まっています。大きな動きとしては、4 月 1 日付で
地域包括支援センターが OPENしております。

病院長としては未熟でありますが、登録医の先生方のお力、ご助言をい
ただきながら、精いっぱい地域医療に貢献してまいりたいと存じます。今後
ともよろしくお願い申し上げます。

ごあいさつ

院長兼地域医療連携センター長

内藤　浩
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いつも大変お世話になっています。
私ごとですが、３月いっぱいで院長の職を辞することとなりました。約 10 年の期間でしたが、大

きな問題がなく病院運営ができたことは皆様のご協力と病院職員の力と思っています。改めて感謝
いたします。私自身は小児科医としてもう少し病院の役に立てるのではないかと考えていまして、
病院には残らせていただく予定です。

私の後任は内藤副院長にお願いすることとなりました。内藤先生は地域連携で力を発揮されていることは皆さんご存知の
ことと思います。群馬中央病院は地域医療機能推進機構（JCHO）の一つの病院ですから、特色を持った診療科を維持する
と同時に地域医療を進めることがミッションです。このことにはぴったりの院長ではと考えています。

４月からは、外科部長、放射線科部長、皮膚科部長が新しく赴任され、皮膚科は常勤となります。新しい部長さんたちか
らは新しい風を吹き込んでいただけると思っています。若手も入れ替えがありますが、診療の力が大きく変わることはない
ように思います。

また、地域包括支援センターの活動も始まります。始まったばかりでこれからですが、地域との連携はさらに深まると思っ
ています。「あんしんぐんま」の取り組みも院内で始まりました。これも注目していきたいと思っています。

当院の立ち位置を考えると、前橋の市民病院的な位置づけと思っています。それはこれからもっとはっきりしてくると思っ
ています。はっきりとそういう病院と言い切るにはまだ力不足のところがあることは否めませんが、方向性は間違っていな
いと思っています。

皆様の期待に添えるような病院になっていくことを目指したいと思っています。これからも新しい院長を含めご協力宜し
くお願い致します。

田代院長 退任のごあいさつ
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【年表】田代院長の足蹠

 平成22年
  1 月 ●電子カルテ全面稼働

  2 月 ●検査室の改修工事

 平成23年
  1 月 ●日本医療機能評価機構による施設認定の更新

　　　　  （Ver.6.0）

  3 月 ●地域医療支援病院の承認

  9 月 ●リプロダクションセンターの新設工事

12 月 ●リハビリセンター棟 1 階の改修工事

 平成24年
  4 月 ●災害拠点病院（地域災害医療センター）の指定

11 月 ●前橋市制施行 120 周年

　　　  　記念市政功労者表彰受賞

　（群馬中央総合病院）

 平成25年
  1 月 ● 3 テスラ MRI 装置設置

  3 月 ●災害派遣医療チーム群馬

　　　　　DMAT 指定病院の指定

11 月 ●第 51 回日本社会保険

　　　　　医学会総会開催

 平成26年
  3 月 ●院内広報誌「おあしす」

　　　　　最終号発刊

  4 月 ●独立行政法人 地域医療機能推

　進機構 群馬中央病院に移行

 平成27年
  4 月 ●総合内科診療開設

 平成28年
  4 月 ●糖尿病センター開設

  6 月 ●地域包括ケア病棟開設

10 月 ● HCU（ハイケアユニット）開設

 平成29年
  4 月 ●特定行為研修制度開始

 平成30年
  4 月 ●あんしんぐんま開設

  4 月 ●地域包括支援センター中央西開設

 平成22年
  6 月 ●小惑星探査機「はやぶさ」が地球に帰還

  9 月 ●尖閣諸島中国漁船衝突事件

 平成23年
  1 月 ●東北新幹線「はやぶさ」運転開始

  3 月 ●東日本大震災発生

  3 月 ●福島第一原子力発電所事故発生

  7 月 ● FIFA 女子ワールドカップで

　　　　　「なでしこジャパン」優勝

  7 月 ●地上デジタル放送へ完全移行

 平成24年
  2 月 ●東京スカイツリーが竣工

  7 月 ●ロンドンオリンピック開催

10 月 ●日本郵便株式会社設立

 平成25年
  5 月 ●長嶋茂雄と松井秀喜に国民栄誉賞を授与

  5 月 ●東京スカイツリーからの本放送開始

  6 月 ●富士山が世界文化遺産に登録

 平成26年
  2 月 ●ソチ冬季オリンピックで羽生結弦が金メダル

  2 月 ●群馬県内で豪雪

  4 月 ●消費税が 8％に増税

 平成27年
  4 月 ●選挙権 18 歳以上に引上

  9 月 ●鬼怒川決壊

 平成28年
  8 月 ● SMAP 解散

11 月 ●アメリカ大統領に

　　　　　トランプ氏当選

12 月 ●糸魚川で大規模火災

 平成29年
  1 月 ●プレミアムフライデー実施

  6 月 ●上野動物園パンダ誕生

 平成30年
  2 月 ●平昌冬季オリンピック開催

当院のできごと 社会のできごと

リプロダクションセンター
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地域医療連携室で
は、地域のかかりつけ
医先生方からの紹介窓
口として、 診 療 予 約、
検査予約、入院依頼、
緊急受診などを調整す
ることにより、地域の先生と当院との橋渡しの役割
を担っています。CT・MRI・骨密度・内視鏡など、
高額医療機器の共同利用予約業務も行っております
ので、診療に関すること、その他質問等、なんでも
お気軽にお声がけ下さい。

また、定期的に医療機関や行政、介護、福祉施
設等へ訪問し、情報交換をすることで、地域連携パ
スの推進や介護連携、在宅医療連携についても強
化し、地域完結型医療の推進に努めます。

センター移動に伴い、患者支援室・医療福祉相
談室・入退院センターへ患者受け入れ時からの迅
速な情報伝達と共有ができ、いままで以上に早期か
らの患者さんへの介入が可能となりました。より一層
の退院支援充実化を計って行きます。

入 退 院センターは、
28年４月より稼働を開始
し、順調に対応診療科・
患者数を延ばすと共に、
スタッフ数・対応内容と
もに充実させています。
外来時に、ワンストップで説明を聞き、安心して入院
できるように、看護師を中心に薬剤師、MSW、栄
養士、リハビリ、医事課スタッフ等と連携を図りサー
ビス向上に努めています。

センター開設により、外来や病棟の業務効率化を
図るとともに、早期より退院支援が必要な患者さん
の抽出や、必要な支援、退院後の予後予測をたて
ることが可能となっています。

前方連携や患者サポート窓口からの情報提供によ
り、より早期からの介入が可能となりました。

患者支援室を始め、
各部署と連携し、退
院支援、医療福祉相
談、がん相談支援をふ
くめ患者さんの総合相
談窓口としてあらゆる
相談に対応しています。

患者さんやその家族が抱える心理的・社会的相
談に応じるため、地域の各関係機関との連携や様々
な制度・社会資源の紹介等も行っています。

その他、経済的問題の解決、調整援助や受診、
受療援助、転院調整など入院まえからの関わりによ
り、社会復帰や在宅療養へスムーズに移行できるよ
うコーディネートする役割を担っています。

患者支援室では、医
療福祉相談室、入退院
センター、病棟スタッフと
連携し、すべての入院
患者さんを対象に退院
支援スクリーニング・退
院支援計画書、さらに総合評価スクリーニングを行い、
退院支援が必要な患者さんを早期に抽出しています。
その中から、患者さん、家族が安心して在宅へ戻れ
るよう、専門的知識を活かし、患者さんやその家族に
寄り添った退院支援を心がけています。院内の多職種
スタッフはもちろん、地域の介護支援専門員や施設ス
タッフ等と情報共有し、連携強化に努めています。

また、地域包括ケアの要となるよう、「地域包括ケア
研究会」を定期的に行い、地域の介護支援専門員・
訪問看護ステーション・地域包括支援センター等と情
報共有し、地域との垣根を低くした連携強化に努めて
います。また、地域の方 と々ともに、「認知症研修会」
を定期的に開催し、地域ぐるみで考える認知症対策
や認知症予防のための研修を行っています。

地域医療連携室
【スタッフ】事務：７名／ MSW：1 名（計８名）

入退院センター
【スタッフ】看護師：６名／ MSW：1 名／事務：１名（計８名）

医療福祉相談室
【スタッフ】MSW：３名

患者支援室
【スタッフ】看護師：３名

地域医療連携センター紹介
地域医療連携センターは、新年度を迎えスタッフ数の増員とともに、場所を今までの別館から本館へと
移動しました。患者受入れの前方窓口から退院支援へとスムーズな情報共有をし、外来受診時からの
多職種によるフォローが今まで以上に充実されます。
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『あんしんぐんま』とは、医療機関内に案内所を設置し、患者様やその家族様、健診受診者様などに対し在宅で
安心して生活していただくための相談窓口です。入退院後の不安や老後の不安を各専門機関と連携し、保険内外サー
ビスの情報をコンシェルジュが、ご相談者に案内させていただきます。

前橋市から委託を受け、本年 4 月 1 日より前橋市地域包括支援センター中央西を当院の
別館 1 階に開設致しました。地域包括ケアシステムの中で、担当圏域である前橋市の北部・
中部地区の高齢者総合相談窓口として、地域の皆さんのお役に立てればと考えています。
JCHO のミッションである地域包括ケアの要として、地域の皆さんや関係諸機関、そして群
馬中央病院とも協力し、個別支援および地域支援に取り組んでいく所存です。

■担当地域
　 紅雲町、大手町、本町一・二丁目、千代田町、表町、
　 岩神町、平和町、昭和町、住吉町、緑が丘町、敷島町

■開所時間  
　 8：30 〜 17：15（土日・祝祭日・年末年始は休み）

■前橋市地域包括支援センター中央西へのお問合せ
　電話 027-288-0462　 ファックス 027-288-0463

〜医療機関サービスと融合した保険内外サービスの包括的提供事業〜

健康と暮らしを支える総合案内所

あんしんぐんま開設

前橋市地域包括支援センター中央西
〜 2018 年 4 月1日よりOPEN 〜

ご相談・ご案内無 料

管理者　嶌村 美雪

■身近な相談窓口として地域包括支援ブランチもあります
　●地域包括支援ブランチ 岩神　　　　 岩神町二丁目 5-5　電話 027-235-5181
　●地域包括支援ブランチ シャリティエ　  表町二丁目 18-8　  電話 027-221-6517
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JCHO群馬中央病院　外来診療担当医一覧表

【ご案内】
①医療機関等からの紹介状をお持ちの方は、できるだけ事前に予約して頂くようお願いします。
②一部の診療科については予約制、紹介型外来等を行っております。
　・予約制外来　　原則、午後は和漢診療科以外の診療科は予約制となっています。終日予約（神経内科、耳鼻咽喉科、歯科、禁煙外来）　
　・紹介型外来　　乳腺・甲状腺（月曜日の午前・午後）、耳鼻咽喉科（木曜日の午前）、脳神経外科（火曜日の午後）、緩和ケア（精神科）（火曜・木曜日の午後）、皮膚科（金曜日の午後）
③その他　　　　　整形外科は、月曜日と金曜日の初診受付については、紹介状持参患者のみとなっております。
　　　　　　　　　総合内科は、初診・紹介状持参患者のみとなっております。
　　　　　　　　　緩和ケア（精神科）は、他科からの紹介患者のみ外来診療を行っております。水曜日の午後　草野（毎週）

平成30年4月2日現在受付時間：午前8時〜午前11時（耳鼻咽喉科のみ、午前10時30分までの受付）、休診日：土曜、日曜、祝日、年末年始（12/29〜1/3）

診察・検査の予約お問い合わせは地域医療連携室へ

独立行政法人 地域医療機能推進機構

　群馬中央病院
〒371-0025 前橋市紅雲町１丁目７番地13号 TEL 027-221-8165 FAX 027-224-1415

TEL 027-223-1373 [直通]

FAX 027-223-1374 [直通]
群馬中央病院

N

17

17

17

50

診療科・曜日 月 火 水 木 金

内　科

総合内科
（初診） 午前 齋藤 北原（陽）　反町 今井 北原（陽） 佐藤

一　般
（予約）

午前 北原（陽） 北原（陽）
田嶋（糖尿病）

今井（循環器）
田嶋（糖尿病） 長谷川

午後 今井（循環器）
田嶋（糖尿病） 北原（陽）（循環器） 今井（糖尿病） 北原（陽）（循環器）

田嶋（糖尿病）
循環器内科
（予約）

午前 羽鳥　吉田 大山　羽鳥 吉田 須賀 大山
午後 須賀 大山 羽鳥

呼吸器（予約） 午後 北原（信） 青木 解良 解良

和漢診療科
午前 小暮　山本（佳） 小暮　原田 小暮 小暮　山本（佳） 小暮
午後 小暮 小暮（リウマチ） 小暮

神経内科（予約）
午前 大沢 大沢
午後 金子 藤田 大沢

消化器内科

肝臓 午前（予約） 堀内 湯浅
ESD・内視鏡 午前 岸（予約） 岸（予約）

一般
午前 堀内（急患） 田原（急患） 小川（予約） 湯浅（急患）　小川（予約） 大舘（急患）

午後（予約） 大舘 田原（肝臓） 岡村

糖尿病センター（予約）
午前 根岸　須賀 根岸 根岸
午後 フットケア 根岸

小児科

一般
午前 田代　河野 田代　須永 河野　田代 田代　水野　須永 須永　浅見

午後（予約） 浅見（専門）
春日（神経・専門）

田代（専門）
橋本（専門）

橋本（専門）（2・4）
浅見（CG）

小児外科 山本（英）（午前） 山本（英）（午前） 山本（英）（午後）（2・4）

神経発達
（予約）

午前 須永 須永 迫
午後 須永 須永 須永 須永

アレルギー
（予約）

午前 水野
午後 水野 水野 水野

循環器（予約） 午後 田代 浅見
腎　臓（予約） 午後 小笠原 吉澤
発達フォロー（予約） 午後 河野 河野 河野（2・4） 河野（1・3・5）
乳児健診（予約） 午後 橋本　齊藤
予防注射（予約） 午後 春日　石北

外　科

一般・
消化器

午前 内藤　深澤
田部

調（肝・胆・膵）【紹介のみ】
谷　福地　佐野

斎藤　田部
小峯

内藤　福地
小峯　深澤

谷　斎藤
佐野

午後（予約） 茂木（呼吸器）
長嶋（緩和ケア外科） 岡村（消化器検査結果）

乳腺・甲状腺
（紹介）

午前 矢島
午後 藤井

整形外科
午前 寺内　堤

中川　中島
寺内　堤

畑山　大島
中川　畑山

大島
堤　中川

中島
寺内　畑山
中島　大島

午後（予約） 畑山（第1金曜日）

産婦人科

一　般
午前 伊藤　金井 伊藤（8：30〜10：00）

茂木 太田　矢崎 伊藤（不妊不育）
太田 伊藤　安部

午後（予約） 太田（検査） 金井
手術

伊藤（術前）
松本（HSG） 太田（検査）　安部

妊婦健診
午前 松本 安部 茂木（8：30〜10：00）

伊藤（10：00〜） 矢崎 茂木

午後（予約） 松本 篠崎（ハイリスク）
眼　科 午前 前嶋 前嶋　花田 前嶋 前嶋 前嶋

耳鼻咽喉科（予約）
午前 内山　群大 内山 内山 内山【紹介のみ】 内山
午後 検査 内山（嚥下）　竹越 検査　塚田（第３週） 内山（嚥下）

麻酔科 午前 大川 川崎 富岡 髙橋 富岡

皮膚科
午前 石川（１・３）

龍崎（２・４・５） 田村 龍崎 龍崎

午後（予約）
泌尿器科 午前 羽鳥
歯科（予約） 午前・午後 平林 平林 平林 平林 平林

※詳細についてはホームページをご確認下さい。

受付時間

8：30～18：00
土・日・祝日は除く




